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凡　例
  
1）この表は、『徳山の山村生活用具―概説・目録編』『徳山の山村生活用具―実測図編―』（とも
に 1987年 徳山村教育委員会発行）をもとに一覧表を作成し、補足として、『揖斐川町の生活用具
―手作り民具が語るもの』（2010年 揖斐川町教育委員会編）の中から「使用地 徳山地区」の記載
のあるものを加えて作成したものである。

2）本表の分類（掲載順）は『徳山の山村生活用具―概説・目録編』に準じた（下記目次参照）。
3）「名称」欄の民具名は、『国際常民文化研究叢書 6 ―民具の名称に関する基礎的研究―［民具
名一覧編］』（神奈川大学 国際常民文化研究機構 2014）に記載の名称に揃うよう心がけたが、［民
具名一覧編］に記載のなかったものについては便宜上つけるか、空欄のままとした。

4）「説明」欄の文章は、概ね上記参考文献からの引用となっている。
5）「画像ファイル名」欄に記載のあるものは、本叢書 175ページ以降の画像一覧にまとめて掲載
した。

6）「画像ファイル名」について
　画像ファイル名は、出典をたどれるように名づけた。「徳 4」は「徳山民俗資料収蔵庫　展示解
説」のパンフレットを表し、「P」はその掲載ページである。
　例）徳 4_P2_木地 _ショクダイ
　→「徳山民俗資料収蔵庫　展示解説」パンフレットの P2「木地屋用品・製品」の項目にある民
具名「ショクダイ」を表す（ここでいう民具名は、当該地の呼称）。

目　次
 

A　山樵用具 …………………………p. 159
B　木地屋用具・製品 ………………p. 160
C　へぎ板打ち・かやぶき用具 ……p. 161
D　紙すき用具・製品 ………………p. 161
E　鍛冶屋・大工用具 ………………p. 162
F　農具 ………………………………p. 163
G　養蚕用具 …………………………p. 166
H　紡織用具 …………………………p. 166
I　手仕事用具 …………………………p. 168
J　狩猟用具 ……………………………p. 170

K　漁撈用具 …………………………p. 170
L　自然物採取用具 …………………p. 171
M　運搬用具 …………………………p. 171
N　衣生活・食生活用具 ……………p. 172
O　出作生活用具 ……………………p. 174
P　計量用具 …………………………p. 174
Q　信仰・儀礼用具 …………………p. 174

画像一覧 ………………………………p. 175
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国際常民文化研究叢書 9　2015 年 3月

1．解説

　徳山村は、岐阜県の西北隅、福井・滋賀両県境に位置して
いた奥深い山村である。集落の下からは縄文時代の住居址が
発見されて、原始古代の昔から同じ場所にムラが営まれてき
たことが想像される。昭和に入ってからも山村の暮しが色濃
く継承されていたため、民俗学上、早くから注目されてい
た。1935（昭和 10）年に柳田国男が行った民俗調査地点の
一つに数えられていたほか、1951（昭和 26）年には民俗学
者桜田勝徳の『美濃徳山村民俗誌』も出版されている。
　1987（昭和 62）年、徳山ダム建設のため、藤橋村（現・揖
斐川町）に編入合併され、終村となったが、廃村を間近に迎
えた 1985（昭和 60）年、「何とか徳山村を記録するものを残
さねばならない」という声が高まり、村をあげて民具収集を
開始。多くの人々の熱意と努力に支えられ、徳山村が消える
間際に、5,890点にのぼる「徳山の山村生活用具」が国の重
要有形民俗文化財に指定された。その内訳は、山樵用具 924
点、木地屋用具・製品 201点、へぎ板打ち・かやぶき用具
65点、紙すき用具・製品 308点、鍛冶屋・大工用具 108
点、農具 1,138点、養蚕用具 460点、紡織用 422点、手仕
事用具・製品 1,005点、狩猟用具 62点、漁撈用具 74点、
自然物採取用具 91点、運搬用具 403点、衣生活・食生活用
具 578点、出作生活用具 21点、計量用具 26点、信仰・儀
礼用具 4点である。
　これらの資料は山村生活用具としては国内最大規模であ
り、現在は岐阜県揖斐郡揖斐川町の「徳山民俗資料収蔵庫」
で収蔵展示されている。また、国指定申請のために行われた
膨大な整理作業の結果は、『徳山の山村生活用具―概説・目
録編』『徳山の山村生活用具―実測図編―』の二冊にまとめ

られ、頒布されている。
　「民具の名称だけが独り歩きするのではなく、どんな民具
なのか実際に現地へ出向いて見ることができる」「名称比較
のための一覧表が作りやすい」「山樵・木地屋・紙漉・農
耕・手仕事・狩猟・自然採取・衣生活などに関する用具が、
質量ともに充実して収集・整理されている（文化庁「国指定
文化財等データベース」詳細解説より）」という特徴から、こ
の「徳山の民具」コレクションを、今回のプロジェクトの調
査対象の一つとして取り上げさせていただくことになった。
　まず、上記二冊の報告書をもとに一覧表を作成したのち、
2011年 10月に本プロジェクトメンバー一同で「徳山民俗
資料収蔵庫」を訪問し、指定当時に、6,000点近い資料整理
の陣頭指揮をとられた民俗研究家、脇田雅彦・節子夫妻から
直接お話を伺うことができた。
　脇田夫妻には、その後も本プロジェクトにご協力くださる
というお言葉をいただき、報告書のまとめの際に、ご寄稿を
賜ることを願っていたが、2013年秋、脇田雅彦氏は急逝さ
れてしまった。今回のプロジェクトにとって大きな痛手であ
ったが、それ以上に我が国の民具研究において、氏を失った
ことがどれほど大きなことかを痛感させられた。しかし、
「徳山の民具リスト」の掲載は予定通り進めることができ、
節子夫人のご好意で、過去に発表された氏の原稿を再録する
ことのお許しを得た。以下、「徳山の民具」の特徴について
は、「徳山村の民具―その語るもののいくつか」（『民具マ
ンスリー』1988年 5月、神奈川大学日本常民文化研究所）の全
文を、岐阜県全般に視点を移した名称の特徴については、
「地域と民具―岐阜県の運搬具示中心に（一）」（『民具マンス
リー』1983年 4月、神奈川大学日本常民文化研究所）から、一
部を抜粋して、ご紹介させていただく。 （神野善治）

脇田雅彦（神野善治）

徳山の民具

1 ）はじめに

　徳山村の生活の特色はと問われたとき、私は、迷わずに、
自然植物との関わりの深さを申し上げることにしている。こ
れは日本の風土をみても、村の位置からしても、至極当然の
ことで、今更いうまでもないことです。
　この徳山村を語るためには、現在、二つの方法があると思

っている。一つは、全村水没といういまわしい悲しい運命を
負わされた―その過程を対象にするものと、それらとは全
く無縁に従来とられてきたままの方法でみてゆくものとであ
る。前者については、既に移転先にまでさまざまな分野から
の追究がなされている由を聞き及び、その成果を期待してい
るところです。私自身も、そんな渦中を垣間みた故に、村人
の辿った心の推移を、さらには、行政と村人との関連におい

徳山村の民具―その語るもののいくつか　　　　　　　　　　　　　　　　脇田雅彦
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てまでも考察されることを望んでいます。これを進めてゆく
ことが、私をも含めての平野部人間に、真の意味でのダムの
重さを理解させる一助となると信じるからです。
　ここでは後者の立場をとりながら、民具に焦点をあて、自
然植物と村人の結びつきがどのようであったかを、気がつく
ままに列記しつつ、徳山村の紹介をしたいと思います。
（一）
　村に入って、最初に感じたことは、「村が生きている」と
いう事実でした。御多分に洩れず過疎化の波は、この村を例
外とはしてくれませんでした。にも拘わらず、「村が生きて
いる」のです。その証しは、春秋に典型的に現れます。春の
山草とりと、秋の木の実ひろい、茸とり、そして、そのため
に利用される民具達の姿がそれです。軒先には、真新しいガ
マのテンゴやタス（背負袋）、セナカミノなどが、クビカケ
（背負縄）類とともに出番を待っています。しかも、昭和初
年代生れの方々でさえ、それら民具を作られる伝承者なので
す。
　ということは、これらを使いこなさねばならぬ条件、つま
り、今できのものでは役立たない地理的環境を暗示してくれ
るわけでもあります。徳山村の一面は、ここにあるともいえ
ましょう。
　半年を雪の中に埋もれてしまう生活を、知らないことには
分り難い山草の緑の位置の高さは、これら民具の活躍を裏づ
ける意味あいをも含んでいます。伝統的な食生活の味覚は、
調味料に変化をもたらしたものの、基本的には受け継がれ、
それ故に山草とりばかりか移転地先でのアザミ栽培にまでつ
ながっているのです。秋になれば、もう一つの大きなうねり
となって、トチノミやクリ、各種の茸に広がります。陽溜り
に干されたムシロの上のトチノミ、そのコザワシ加工の用具
など、……六一年、最後に残った家々でも、村の秋は確かに
生きていたのです。
　いや、徳山村としての終焉の姿を、静かにみせてくれまし
た。

（二）
　植物の食習はともかく、これらの自然植物と村人とのつな
がりは、菌類から草本、そして木本にまで至っている。
　菌類では、稲穂についたカビを、コウジとして利用した伝
承をもっているが、何といってもこの種の代表はホクチキノ
コ（シロカイメンタケ？）です。大切な発火具のホクチとし
て、村内ばかりでなく県内でも広く利用されています。
　草本で忘れてならないのは、衣料の素材としてのイラクサ
です。現古老の時点でも、麻対イラクサの比率は地区によっ
ては五分、もしくはイラクサ優位でした。家回りの限られた
上畑を、麻で埋めるわけにはいかない厳しい条件が、ここに
潜んでいます（ 1）。不足すれば、ヤマソ（カラムシ）にまで手
を伸ばします。麻を重視しないそれは、生産にいくらかの違
いをみせるはずです。それどころか、この採取には他集落の
ものの進入をきらう一面にまで展開しています。その利用は

単に衣料のみではなく、民具のアミソ（編み系）から紐、そ
して各種の縄の補強材になくてはならぬからです。
　ミチシタ（ミチシバ）はビク（腰用）などの袋物から、履
物に、少ないガマは他いきのテンゴ（背負袋）やハバキの素
材として、山を越えた坂内村から購入しています。その他、
屋根材や雪垣のカヤ、ユルエ（イロリ）のアマにはヨモギ
（サナ材）など拾いだしたら際限がないほどです。

（三）
　これら以上に、さらに、密接だったのが木本類でした。そ
の中でも、樹木そのままとしての利用で最たるものは段木で
す。段木が、現金収入の手段として登場するのは江戸期来の
ことで、農業生産物の乏しい村では、それが租税の代役をも
かねていた。段木の出荷は昭和七年まで、クダナガシの伝統
でひきつがれたが発電所の建設により消えていった。その代
りに、製炭が普及しかけていたが、これらより早く登場して
いたのがトチイタ挽きである。この二つが生業に占めた位置
は極めて高く、村の近代化はこれらによって基礎を築き固め
たといってもよいだろう。そのために、交通網の展開は欠か
せないものだった。眠っていた無限に近い資源は、それに負
うて初めて付加価値を高めてくれたのである。
　トチノキは、村人にその食習からしてトチ山制度を設けさ
せ、大切に扱われてきた。その一方で、食用具としての各種
の木地物を始め、調整具のキネ、保管具のヌキドウ（桶状に
ほりぬいた容器）、加工具のキリバン（俎）に、農耕具ではツ
チブネ、クラ、紙漉用具のタネイタ、ハリイタ、養蚕具のク
ワキリバン、手加工具のヨコヅチ、紡織具のオタクリイタな
ど、巾広く生活を支えてくれたのには驚かされる。このこと
だけでも、トチノキは貴いのに、粥や餅、さらにコザワシで
の多彩な調理など、民具や食習にまつわる話題は尽きない。
　ブナ帯の進出がいちじるしい植生下では、カシの木は北限
がぎりぎり一杯になってしまいます。固い木の代役には、ケ
ヤキ、ナラ、クルミ、クリ、それにミズメ達が、柔かい方で
はキリがよく使用され、登場する樹種は多様である。
　それらが、巧みに使い分けられるのは山間部となればどこ
でも共通したことである。しかし、これ又昭和一桁代をも含
め二桁生まれの村人にまでその伝承の及ぶことは注目すべき
であろう。
　木本類は、こうして挽きだされ切りだされて民具の素材と
して適所に使われるが、この他に、刳りものと剝ぎものとし
ての利用もみられる。
　刳りものの典型が先記した穀物を保管するヌキドウ、ニガ
リをとるためのシオブネ、油絞りの用具（クサビ方式）、それ
にハチものなどである。これらには、桶以前、陶器のカメや
ハチ以前の姿、そして、テンピン式になるまでに購入段階に
入っていた油類の経過さえもうかがえる。
　剝ぎものというと、クリ材が主屋の屋根に使われたのは遅
く、大正期まで待たねばなりません。この仲間といえるかど
うか、カエデ類やナラ類を利用するネギ細工がある（ 2）。こ
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れは私のもっとも好きな徳山村の民具で、素材を薄く剝いで
組んだ篭類をさしている。この素材には、御承知のマタタ
ビ、村人はコツラと通称するそれも加わっている。
　竹類はササダケを含めてないではないが、何故に、木の方
が長く利用され続けてきたものか、竹細工ものの購入は、シ
ョオケ類をのぞいては意外に遅く、こんなことにも村を語る
何かがひそんでいるようにみえる。
　カエデできの裁縫用具入れのハリカゴ、そしてオウミカゴ
などは、ナタとキリダシのみがなしたにしてはあまりにも美
しく、私を魅了してやまない。この技法は、道場での説教あ
との賽銭集めのカゴにまで利用される。小さめの篭はナラ材
が多くなり、何かと身の回りの小物類、それに食物を盛り分
けるいれものにもなった。フンゴと呼ぶ大きなナラできの篭
は、家人のいない軒先に無雑作におかれ、その健在ぶりはみ
る度に嬉しかったものである。里芋をいれて流れにもってゆ
き、片足を踏みこんでその皮をむいたり、洗いものに便利な
篭で、如何にも粗々しい大作りの姿は、ハリカゴと対象的で
面白い。ナラ材の丈夫さは運搬具にも重宝され、コシヅケ類
から背負いのコザにまで至る。コザは桑葉の篭としたり、越
前や近江へのマユボッカにも利用された。
　自然のしからしめる素材のちがいは、こうしたところで実
に鮮やかに教えられるが、同時に、ハリカゴやオウミカゴが
それぞれ、針箱や曲物に推移していった足跡をもみせてくれ
た。加えて、村人のこれらの作品が、現代にも通じる美であ
ること……ひいきめなのでしょうが、美濃の一隅から職人芸
をもあわせ現代芸術のあり方にも警鐘を発しているように思
えてなりません。
　それはともかく、木本類の利用は単に木質部にとどまるも
のでは決してなく、樹皮や靱皮部にも注目せねばならない。
樹皮の利用には、ケヤキ、シナノキ、カンバの仲間がある。
　ケヤキの皮は、小さくとればナベシキに、大きくとったも
のにはアブリコがある。アブリコは直径が二・九尺ほど、高
さは一・五尺ぐらいの円筒型で、ユルエの上につるしてアワ
やヒエの穂を乾燥するのに使い、サナにはアサガラやマダケ
を渡す。収穫時には、北陸型の気候になってしまう地域の特
色が、こうした民具に影を落としていることになる。大きな
乾燥機のガワとしての応用は、曲物のゆきとどきかねた昔、
セイロのガワの機能をも果し、ムシオケ以前の古型をとどめ
てもいます。
　さらにはシナノキの皮も、アブリコ用にみられるのです。
　カンバの皮は、かつての越前への交易品になるとともに、
テンゴ（背負袋）の素材にもなって渋い輝きをみせてくれ
る。これも又、オボケの代役としてガワになり、底はハリボ
ンボ式に和紙とシブで構成する。
　付け加えておきたいものに、ブナの皮がある。ワサビの根
の食習が、古い時代からのものと分り始めた矢先に、ブナの
皮の裏側は乾燥しさえすれば、オロシの機能になることを教
わった。陶器のオロシですら古い歴史をもっているのに、ど
ちらが先に発生したものだろう。この巧みなモノを読む眼

……。ブナ帯が、村の北部にまで降りてきている意味がこん
なところにもあった。
　靱皮部の利用には、御周知のカミノキ（コウゾ）、ミツマ
タがある。限られた現金収入の一部を担うからには、有利な
冬期の副業として全戸で漉いていたと思いきや、フネのない
人は、自家用分だけを漉くために借りねばならなかった。
　道具の貸し借りはフネだけにとどまらず、あらゆる用具が
その対象とされていた。ウスクリなどの刳りもの用具は、も
ち回りのような性格だった。経済的に大きな差の少ないとい
われてきたこの村では、家族数の多少のみが生活にひずみを
もたらしていたのである。
　紙の中でも、ゴミ（チリ）まで漉きこんだシブガミ（樹皮
も入る）は、破れた篭にはり重ね、先記したハリボンボとい
われる一閑張りに生れ変っている。
　シナノキの活用も周知の如くで、その材はケヤキ同様に諸
所にみることができる。しかし、村内ではフジと並んで、衣
料の素材としての伝承は聞かれない。県内では、イラクサの
分布がある地方でのフジの利用度は極めて低く、問題にされ
ない傾向がうかがえる。こんな理由を明らかにしておく中
に、先人の効率化への要求が読みとれるだろう。
　その他、例のホクチの代用にはキリやエノキも使われる。
後者のエノキは、ウトロ（空洞）になった巨樹の内部のカス
状になった部分をとり、桐と同じで炭化して利用した。トチ
ノキのウトロのそれなどは、トチノミのアク抜きに最適のも
のでもある。灰にまで生きているトチノキの姿は、ケヤキ材
の灰の珍重さにも延長される。このように、木本類は、燃焼
して灰になっても尚、村人とのかかわりを続ける。
　簡略だが、こんなことで村人と自然植物の間のいくらかは
例示し得たと思います。民具をみて、その民具からおかれた
環境と生活を理解し、一方で民俗的な古型を模索し続け、生
きざまの変遷を明らかにすることも大切なことではなかろう
か。村人の小さな努力が変遷を生み、それが幾重にも層をな
してきたことで、表むきの歴史が成り立つことは、民俗的な
作業でこそ浮きぼりにし得るものと思う。

（四）
　次には、それら用具を作りだすための道具の推移にも触れ
ておきたい。目立たないことだが、新しい道具の普及は、そ
れなりに旧来からの民具に強い影響を与えずにはおかなかっ
たのである。そして、そこにも創意が育くまれてくるのだっ
た。
　その前に、職人衆の製作したものにも地方差がみられるの
で、その一、二をみておくことにする。
　伐採用のヨキには、土佐ものがかなり導入されているが、
使いこんだ後の補修は、村人にあう型、大げさにいえば刃部
が「く」の字になるように地元の鍛冶職の手で整形されてし
まう。
　カラつきの鍬には越前、美濃の両型式があり、前者は木部
が薄く、東谷といわれる塚、枦原地区に分布する。後者は木
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部が厚く、東谷を除く他地区で利用される。東谷での交易
は、地理的にも、かっては越前を優位としていた。
　ヨキの例では、同樹種でも材質が土佐地方の暖国とではこ
となるのか、それとも対象樹種によるものか、クワガラの例
では、耕土の性質か、或は、耕起する場所なのだろうか。
　いずれにしても、それらは狭い地域での使い易さの結果で
あるのに他ならない。つまり、村人は道具を、旨く適合させ
自分達の手足にしてしまうことを意味している。
　道具の推移をみることは、こうした延長線上にあるといっ
てもよいだろう。再びヨキに戻るが、かつて、伐採に使った
用具はヨキ単独で鋸の利用は、まず、望めることではなかっ
た。ここ徳山村も同じで、少なくとも現古老の先代の頃、お
よそ明治期から大正期にかけてでも、ヨキが優先であった。
ここへ新規に導入されたのが各種の鋸で、その中に縦挽きの
オガがあり、横挽きのガンドがある。
　とすれば、江戸期の段木を復原するにあたっては、安易な
チェーンソウ挽きは許されるはずがない。ヨキを使ったその
切り口は、杭棒の先のようにとぎらせねば正確とはいえな
い（ 3）。鋸の普及は急速で、それら旧態を一掃し、ネギリ自
体、細いものはガンドだけ、太い材になってヨキとダイギリ
（横挽きの大型）もしくはガンドの二段階の処理となってゆ
く。トチノキの巨材を挽きだすためには、オガも大切だが、
このオガをクビツギ（古くなったオガを鉄材をつけて長くする）

する鋸鍛冶の存在も欠かせない。こうして板材を挽きだすた
めに、越前や遠くの村からの木挽職を待たずともよくなる新
しい時代が訪れてくる。
　八点あるキリバン（俎）は、小判型から長方型まで二方式
ある中で、古老は前者を古型と教えて下さる。
　紙漉工程でのカミタタキは、カミの繊維をこなすための大
切な作業である。徳山村の属する揖斐郡は、隣の本巣郡とも
ども、その用具には円板状の石材が登場する。その石質が、
またまた、地区差をもたらし、石を利用することそのもの
が、後世主産地となった現美濃市地方と対象的になる。この
美濃方式が、現古老の頃から滲透をみるようになり、坐姿勢
が立姿勢に、ツチもバイ（棒状）の形をとってゆく。
　ケヤキ皮のアブリコにも変化があらわれ、板材の桝型にな
ってしまう。仲間だったセイロも、樹皮から桶になっていた
のが、枠式のカクセイロに移って、しかも、効率も飛躍した
重ね型になる。材の本質を生かすため、割って木取りをされ
ていたテコ（ユキカキ）にも、挽きものがみられるように変
る。
　この様子をみていると、家屋内にあった民具のいくつか
が、オガの出現で丸→角へとその伝統を脱ぎすてたことが分
ってくる。めいめいの食事用具をのせていた木地物のゼンま
でが、他給品とはいうものの、角型のハコゼンに代り始めて
いたのもこんなころだった。
　家の周りでは、トチイタ材の不良品が、ユキガキを間仕切
ってカヤを駆逐し、冬期の景観まで新らたにする。
　管見ではあるけれども、職人衆の用具のもたらすもので、

こんな小さな推移がのぞかれる。

（五）
　一方で、徳山村には村独自の発想と考えられるものもない
のではない。
　人力用のマグワはクリ材とイナコキの古刃を素材とし、ス
キやミツグワで田起しした後のヘカマ（土塊）を砕くに効果
をあげてきた（ 4）。
　キリバンなどは周縁に凹みをいれ回して、水ものの調理の
扱いに重宝する。板材の角型に代ると、現在のような肢つき
になってくる。
　木地職の製品では独自とはいい難いが、とりあえず、ここ
で鼓型のタテマクラをあげておこう。これが枕とは、誰もい
いあてられないだけに、興味深いものがあってほほえましい
ほどである。素材がトチノキを始めとして、ホオノキ、ケヤ
キからエンジュにまで及び、自作のキマクラがヒノキ、ス
ギ、キリなどであるだけにひどく対照的で気にかかる。一
体、快い眠りを誘う枕の素材は、何なのだろうか。
　篭の仲間をもって独自とするには少し気がかりではあるも
のの、コツラ素材のアジカにだけは登場してもらわねばなる
まい。このアジカは、トチノミのコザワシ工程のアラザワシ
用を主目的とし、編み方も複雑だが、その形も美しく手のこ
んだ作品である。これには、なんと、名手といわれる二、三
人のお名前が村人の記憶に残される。明らかに、この人達の
手になると思われるものが、南へ下った藤橋村にも来てい
る。たとえ伝承者がなくとも、その地区でのコザワシの食習
の存在は不動となってくる。
　数箇の穴をもつ、トチノキやナラできの汁杓子は、ダンゴ
類の加工が蒸すのではなくて、茹でるためにこそ欠かせな
い。ほどよく煮えて、ナベの底から浮いてきたダンゴは、こ
の杓子で熱い湯からとりだすことができる。セイロの古型で
あるケヤキ皮、それにムシオケの口径が小さいわけである。
蒸すことを、拒否してきた条件はどこに求めたらよいのか
……。
　脚部がないだけのベッド、―ネヤ（箱床）の暖かい間仕切
りの空間は、私まで追体験させてもらった。その合理性は強
烈な印象となり、いまだに、あのぬくもりと板壁から洩れる
陽の光が忘れられない。いや、これだけは東日本に点在した
もの故、ここからは省くべきだが、この伝統が一人 Kさん
にだけ受け継がれたことをもって、あえて創造とみてあげた
い。死ぬまでは、ここで安らぎたかったろう Kさんとネヤ
の惜別は、あまりにもむごかった（ 5）。

（六）
　こうした徳山村をもって、陸の孤島とする表現には、いつ
も、私は抵抗をすることだった。実際に、村は隔絶した中で
生活していたわけでは決してない。村内の各地区では、それ
ぞれが、越前や近江や美濃と密接なつながりをもっていたの
である。方言学からみると、村内はそれら三つの地方の影響



182　

すらみられるという。こんなにも、各地の文化を一村に吸収
している例があるだろうか。孤島という用語は冬期の交通手
段が、困苦を極めるときにだけ利用したいものである。
　ところが、民具はとなると、これが少し混乱してくる。と
いうのは、自給民具からすれば徳山式であり、それは、美濃
式に延長されてゆく。しかし、職人衆のものともなると、美
濃式でない地区が現れてくるのだ。
　前者では、ミノ類が顕著になり、それはテンゴの紐配りに
もみえてくる。後者には、山一つ越えただけの越前鎌があり
シタガリガマなどは土佐物になる。石の挽き臼は、越前臼と
美濃臼の両者が混交し、その素材と曳き手には、それぞれの
特色がうかがえる。県西部は、ヒエを粉食するのがふつう
で、山小屋と二重生活をしてきたこの村では、挽き臼も重複
して所有する。農具までもが、これに習わねばならなかっ
た。話がそれてしまったが、カマ類は完全に他国のものにな
り、先に記した越前のヒツグワは、美濃式地区と対峙する。
自給民具の例外に、長床式のスキを記しておかねばなるま
い。一名がゴウシュウズキで近江の型を真似たという。
　オガに必要なハヤキの加工になると、直線距離にして三五
キロメートル離れた美山町が、新しくゆききの対象となる。
そこの鍛冶職の出身を問うと、美濃の北端白鳥町の名が浮か
んでくる。古い時代に、木挽職はどんなルートを辿って手入
れをしたものだろう。
　村内に自生しないカシを利用した農具は、こんな時代から
の、活達なゆききを物語ってさえいるではないか。

2 ）むすびにかえて

　徳山村の民具達は、このように、いろいろ語りかけてくれ
ましたが、至らぬ私故に、その中のどれだけを咀嚼しきれた
かと不安に駆られるばかりです。これからも機会ある毎に、
村を離れて周辺町村の聞き書きを増やすことで、少しでも、
その溝を埋めたいと考えております。
　終りにあたり、もう一つ記しておくことを御許し願いたい
と思います。それは、村人が作ったものにせよ、村内の職人
衆の製品にせよ、これらの民具がすべて大っぷりであるとい
うことです。前者はムシロバタゴ、ヘダイ（ 6）、先にでたシ
オブネや刳ったハチ類で、後者はオケ（豆腐用）をみて頂け
ばこと足ります。平野部のひよわさに比べたら、なんと伸び
やかで、堂々と、胸をはっていることか。ムシロバタゴのコ
ーナーなどは、齢を重ねた素材にこそ秘められる威圧感さえ
受けるのです。それもそのはず、太い材を得るためには、そ
の数倍の木を利用せねばなりません。
　ハチ類の直径からしても、とり組んだ木の大きさがうかが
えます。このとき、ヨキのみの時代には、必要な分だけを、
実は立木からくりぬいていたのです。
　これらと反対に位置するのがオウミカゴで、これは気配り
のゆきとどいた繊細な組みものです。そのために、素性のよ
い材質を選ばねばならず、みつからないと一日中でも、木を
伐り倒して歩き回ったともいわれます。

　みるもの、ふれるものをして、民具を超える何かを印象づ
けないでおかない所以は、その木取りにもあったようです。
それは、木の過ごしてきた年輪のもたらす齢の重さでもある
のでしょう。
　こんなぜいたくなことが許される、当り前とされる背景は
なんだったのでしょうか。いうまでもない、豊かな緑の存在
です。それも、単なる緑ではなく、陽の光も地面にとどきか
ねる樹林、つまり、過去を復原すれば、徳山村は原生林に囲
まれ、いやそうではなく包まれていました。ひとり、ここ徳
山村だけではなく、日本中が、これだったはずです。
　トチノキなどは、大切なトチノミを採集するためのトチ山
を別にしても、木地職を受けいれる余地はいくらもありまし
た。それが、まだ残っていたからこそ、トチイタも挽けたの
でした。
　それほどの林相故、製炭にもなんの不自由はなかったので
す。そればかりか、無限に近い緑の資源は、荒廃しきった戦
後の国土の立ち直りにまで、大きく貢献してくれました。
　現在、原生林はほんの一部に残されるだけで、巨木もどれ
ほどもないといわれます。
　徳山村の民具は、こうして、私達に緑のない―今―を気づ
かせてくれます。人間が住むため欠かせない緑なのに、爆発
的に増えゆく人口を支えるとて、緑の均衡は開発という名を
借りてどんどん悪化するばかりです。私達は緑の美しさを、
先人の伝統とともに次世代に残さねばいけないはずです。開
発した分だけは、少なくとも、どこかでとり戻す配慮をせね
ばならぬと思います。
　村の長い歴史は、実に、緑があってこそ支えられてきたの
でした。その証しの一つを、民具達が語ってくれたのです。
　民具は、ただ、民俗の分野にだけとどまる小さなものでは
ない。私達が早くに忘れてしまった、いや、失ってしまった
日本の美しさを教えてくれるとともに、今、どうするかをも
強烈に問いかけているのではないでしょうか。

　やがて水底に消えてしまう村の残せた民具は、僅か壱萬
二千点ほどに過ぎません。しかし、二度とは蒐められないだ
けに、貴いものばかりです。こんな切ない状況下故、村の伝
統のこもる民具が（ 7）、先人の労苦への顕彰や墓標、そして
頂いた方達への記念としてだけにあることがしのび難くて、
思わぬ方向へ筆が走ってしまいました。「村のことを……」
と編集部から絶好の機会を与えられながら趣旨をまげ、責を
も果し得ず申し訳ありません。無作法は御許し下さって、私
の読みたりぬことごとへの御示唆をたまわりますように御願
いするものです。

注（ 1）拙稿「徳山村の民具蒐集で気づいたこと」東海民
具 7

　　　拙稿「岐阜県内の衣料素材　徳山村を中心に」徳山
村・その自然と歴史と文化（2）

　（ 2）拙稿「徳山より・研究メモ」東海民具 8
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　（ 3）段木の展示に際し、高橋俊示先生より、間違いの御
指摘と御教導を賜りましたことを記して感謝申し上げる
次第です。

　（ 4）拙稿「美濃・徳山村の人力用マグワ」民具研究 64
　（ 5）脇田節子「ネヤ」東海民具 9
　（ 6）国指定の作業中には、紡織用具のいくつかに関し、
角山幸洋先生の御懇切なる御指導を頂戴しました。ここ
に記して、御礼に替えさせて頂きます。

　（ 7）伝統といえば、真宗門徒の行事の一つ、御講に利用
するオコビツ（食事用具）に天明年間の記年銘があり、
この分野に関して貴重な存在になるだろう。

3 ）追記

　幸いにも、徳山村の民具は、閉村の瀬戸際でしたが、その

中の五千八百余点に国指定の重みを受けることができました。
　これも、ひとえに木下先生の人的手配などから始まった村
への格別な御心配り、そして、峻烈なる御指導のたまもの故
と、ちょうど一年前をふり返ってしみじみ思うことです。
　測図などの作業では、竹中順子、野上彰子、両嬢を指導者
に紹介頂き、そのもとで多勢の人達がすばらしい実測図とス
ケッチを消えてゆく村に残してくれました。殊に竹中嬢には
最後まで無理を御願いし、その結果が二冊の報告書の形で世
に問えることになりました。
　それらについては、木下先生からの御紹介を頂くことにし
ます。
　なお、原文には参照用の画像が入っていたが、今回は省略
した。

図 1

地域と民具―岐阜県の運搬具示中心に　　　　　　　　　　　　　　　　脇田雅彦

1 ）はじめに

　岐阜県は、美濃、飛驒両国からなっており、美濃地方は更
に、東濃、中濃、西濃、そして北濃、南濃の五地域に呼称さ
れる。美濃の区分は、明確にこれと規定するのではなく、多
少の柔軟性をもっている（図 1）。
　この県内を方言区割で位置づけると、東西線では東濃（県
境周辺では愛知県要素）と、西濃（県境周辺で滋賀県要素）に
区分され、南北線では、飛驒、美濃北部、南部となる。更に
細分化した場合、美濃はやはり略先記の五地域になるとい
う。そしてその間には、緩衝地帯的なもののあることが指摘
されている（ 1）。
　本稿では、県内の運搬習俗中、背負い、肩担い、腰づけな
どの民具を分析して、その区分との関連や地域史への位置づ
けを試みたい。

2 ）地域と民具の名称

　最初に、広大な県内の傾向を知るために、民具の名称から
取り上げることにする。
　取り扱った民具は、二四点、参考に薪物を一点加えた二五
点で、その名称分布図が（図 2‒①～③）である。その中、
運搬用具は十三点、その他十一点の構成で、笠、鉈、桶を除
いて全部自給されるものを選んだ。（但し、クサカリカゴは、
その性格が流動的である）。自給用具を主としたのは、そうし
たものこそ地域の古い伝統を継承し、近代の影響を受けてい
ないと考えるからである。
　名称分布図中、印が並列もしくは二段になっているもの
は、その地区での併称を意味している。そして、先述の地域
区分にほぼ適合して同一呼称の分布するものには、大略では
あるが線で表示した。
　これらの図によれば、マヤ肥用セオイイタ、コモ、ネコダ
などのように明確な偏在を示すものもあり、一方ではセナカ
ミノのようにその特色の分り難いこともある。更には、ニナ
イボーやオサのように、それが現われない民具もでてくる。
比較に加えた購入用具の笠、鉈などにも、偏りがでるのは興
味深い。
　全般をみた場合、やはり美濃と飛驒に大別され得ること
は、容易に肯かれる。殊に明瞭なのは、ユキグツ、クサカリ
カゴ、ミノなどである。美濃地方では、セオイブクロで東
濃、セオイイタで西濃、コモで北濃、ニナイボー（サス方
式）では南濃などが、それぞれの地域の特質を示している。
こうした中で、中濃のみが、その性格を不鮮明にする。
　それらの頻度を簡潔にしたのが（表 1）である。表には、
多少の出入りはあるが、一応顕著に共通名称をもち、（図 1）
の地域区分をほぼ満足すると思われるものに〇を、やや広域
に分布するものには□で表示し、各々の類度を下段に記した
（図 3参照）。



184　

図 2‒①
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図 2‒②
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図 2‒③
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　その結果、飛驒地方を明示する民具が十四点で、資料二四
点の半数以上をしめ、美濃地方では西濃地域が十点を表示し
て、その地域を浮上させているのが理解される。次いで、東
濃、北濃の順になるが、中濃は僅か一点でほとんどの場合、
西濃、北濃そして東濃の影響を受けてしまう。いわば、周辺
地域の緩衝地帯ともいうことができる。
　この状態は（表 1）の指数にも或る程度うかがわれる。最
も他地域と共通要素をもつのが西濃と南濃で、中濃、北濃が
それにつづいている。飛驒が美濃側と四点の連繫しかないこ
とは、美濃と相容れない際立った性格を示して対象的である。
美濃地方では東濃にその一面が現われている。いづれにして
も、県内を方言上から区分した概念は、民具の側からする
と、中濃を除いた他の地域に関してはほぼ適合することが分
ってきた。

3 ）地域にみる民具の特色

　これまでに取り扱った限りではニナイボウとオサを除いて
県内に共通性のみられるものはなく、むしろ飛驒、東濃、西
濃に分布の偏りのあるのを抽出することができた。次にはこ
の三地域での民具そのものの特色を、名称を離れて列記して
みたい。
（ 1）セオイブクロに、縄編み形式がよく利用される―西・
飛・（北）

（ 2）セオイブクロ表面の配紐に、装飾性の指向が強い。―
西・飛・（北）

（ 3）セオイブクロに、極めて大形のものをよく使用する。
―西・飛・（北）

（ 4）セナカアテに、ネゴダやコモをあてる。―飛・（北）
（ 5）前記のネゴダやコモのない地域では、セナカミノが日
除要素をなくして、機能がセナカアテに分化する。―西・
飛

（ 6）前記（5）に関連して、ネゴ編みのセオイブクロが消
滅したと思われる。―西・飛

（ 7）セナカアテに、ネゴ編みのセオイブクロを利用する。
―東

（ 8）セナカミノが、日除に多用される。―東
（ 9）民具のアミソに天然植物繊維を使う例が多い。―西・
飛・（北）

（10）素材そのものにもよく応用する。―西・飛・（北）
（11）ユキグツ類を履く。―西・飛・（北）
（12）ミノの形式が少し異る。―飛・（北）
（13）カビの素材に木綿が少ない。―西・飛・（北）
　主として、こうした点を上げることができる。この中で、
東濃地域の特色は、（7）と（8）にあるのみで、むしろ括弧
内に記入した北濃地域の方が、西濃や飛驒によく密接な関連
をもっていることが指摘される。名称とそれに絡んだ類似性
の頻度からは明瞭にし得なかったが、民具そのものの中に県
内北部を巡る山間地帯として、何らかの特質の潜んでいるの
がそれを検討することで推測できるようである。つまり、飛

表 1

地方
民具名称

飛
驒

東
濃

中
濃

北
濃

西
濃

南
濃

セオイナワ
セオイイタ
セオイイタ（マヤ肥用）
セオイブクロ
クサカリカゴ
セナカミノ
セナカアテ（コモ）
セナカアテ（ネゴダ）
ニナイボー
ニナイボー（サス方式）
コエオケ
コシカゴ（竹）
コシカゴ（竹以外）
ミ　ノ
ミ
ユキグツ（筒形）
ユキカキ
ワラウチイシ
オモリ（モヂリ編用）
カ　ビ
オ　サ（筵織用）
ヒ　　 （筵織用）
ナ　タ
カ　サ
（タ　キ　モ　ノ ）
　　民具該当総計 14 6 1 5 10 2
　　広域分布総計 4 5 6 6 8 8
表には、多少の出入りはあるが、一応顕著に共通名称をもち、
（図 1）の地域区分をほぼ満足すると思われるものに〇を、やや
広域に分布するものには□で表示し、各々の類度を下段に記した
（図 3参照）。

図 3

驒地方から北濃地域、そして西濃地域へかけては、自然・気
候条件もほぼ共通しているからには、他の地域と一線を劃す
興味ある問題を提供してくれるのではないだろうか（ 2）。
（以下省略）

注（ 1）奥村三雄　岐阜県の方言研究
　 （ 2）気象的には、平均気温、根雪期間などほぼこの地
帯に共通している。
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2．終わりに

　脇田雅彦氏は、「民具に対しても、呼び名一つでも一つの
ムラで二カ所か三カ所は聞かなくてはならない。そういう姿
勢で岐阜県内を飛び歩いたんです」（「座談会　脇田さん、辿っ
てきた道を語る」『名古屋民俗 56』（2008年 11月）より）とい
う。その成果のひとつが、p. 184～p. 186でご紹介した地域
と民具の分布図である。
　この叢書に記載した「徳山の民具」一覧表は、民具が語る
もののほんの一部分であり、民具を同定するための手がかり
にすぎないが、この表が何らかの形で「徳山民俗資料収蔵
庫」へ足を運ぶ機会につながれば幸甚である。脇田氏の以下
の言葉をもって、本稿の締めくくりとしたい。 （神野善治）

　「徳山の道具を見せてもらって、ここで実は大ショッ

クしちゃったんですね。僕はこれまで、飛驒でいろいろ
話を聞いた、あるいは美濃の板取の奥とか、あるいは根
尾村の奥とか、昔の古い話を聞いてこれは見たいなとい
う道具がいくらも出てきていたんです。それが徳山に行
ったら校舎にいっぱい入ってたんです。これにはびっく
りしました。（略）そういった我々が手に入らないもの
が徳山にびっしりあった。しかもそれは古いタイプ、も
う一つ前のものだったんですね。ほかの地区ではもうい
っつか絶えちゃって、わずかに 1点か 2点あるかなし
かのものが、徳山には重複してあるんじゃないですか。」
　「徳山の人たちから学んだ一番大切なことは、原日本
の自然のすごさ、自然の素晴らしさ、そして自然の中で
生きる技術ですね。だから徳山を知れば、東北に連なる
ブナ帯の素晴らしさですね。これが、自ずと分かってき
ます」（同座談会より）。


	p157_157 中扉（中部・徳山の民具）.pdf
	p158_158 凡例（中部・徳山の民具）
	p159_174 表（中部・徳山の民具）
	p175_177 写真（中部・徳山の民具）
	p178_188 徳山の民具

